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市では防災行政無線を利用して児童の安全確認の呼びかけをしています。地域の防災対策へのご理解、ご協力をお願いいたします。
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◆教育指導課　０４２－４３８－４０７５

◆図書館　０４２－４２１－３０６０

市立小・中学校では、学校給食法に基づく完全給食を実施しています。
学校給食法の規定により、給食の実施に要する経費のうち、食材費を保
護者の方々にご負担いただいています。納め忘れなどで給食費に滞納が
生じると、食材の仕入れや支払いなどに影響が生じかねません。
年度末を迎えるにあたり、納め忘れがないか、いま一度ご確認をお願
いいたします。なお、家計の事情などで支払いが滞っている場合は、ま
ずは学校にご相談ください。
ご理解とご協力をお願いします。

市立小・中学校の給食では、日本の食文化を子どもたちに伝える
ため、各地の郷土料理を積極的に取り入れています。今回紹介する
レシピは、岩手県の郷土料理、「がんづき」です。や
さしい甘さとみその香りで、子どもたちにも人気の
メニューです。おやつや朝ごはんにおすすめです。

〈作り方〉
①		小麦粉、米粉、ベーキングパ�
	ウダーを合わせてふるってお�
	く。

②		卵を割りほぐし、砂糖を加え�
	て泡だて器で混ぜる。

③		砂糖が溶けたら、よく混ぜな�
	がらみそ、はちみつ、油、牛�
	乳を順に加える。

④		③に①を加え、へらで混ぜる。
⑤		粉が少し残るくらいまで混�
	ざったら、最後にりんご酢を�
	加えて全体が合わさるように�
	混ぜる。

⑥		⑤を紙カップに流し入れ、黒�
	ごまをちらす。

⑦		蒸し器で 10 ～ 15 分間蒸す。

〈材料〉約７個分
小麦粉	 80g
米粉	 65ｇ
ベーキングパウダー	 ５g
卵	 １個
砂糖	 大さじ５
みそ	 小さじ２
はちみつ	 大さじ２
油	 小さじ１
牛乳	 80cc
りんご酢	 小さじ１
黒ごま	 適量
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◆学校運営課　０４２－４３８－４０７３

市民と協働で自宅にお届け

小学校プログラミング教育
～必修化に向けて～

昨年12月３日（日）に柳沢公民館で「ヤギフェス vol.7」を開催しました。
市内の公民館６館ではそれぞれ「まつり」「フェス
ティバル」を年１回、地域交流事業として開催してい
ます。柳沢公民館ではヤギフェスがこれにあたります。
これらの地域交流事業は、いずれも実行委員会形
式で企画・運営されています。公民館利用者を中心に、
地域の人たちが出会い、テーマを共有し、力を合わせ
て催しを作り上げていくことに意義を置いています。
柳沢公民館は開館30周年を迎え、今回のヤギフェスは周年記念事業週間のオープ
ニングという位置づけでもありました。

今年も、武蔵野大学の和太鼓グループ「隼」にヤギフェ
スの幕開けを飾っていただきました。そのほかにも、
柳沢中学校合唱部による歌声の披露や、天
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さんの弾き語りなど
９組によるステージが催されました。

一方ロビーでは、公民館利用サークル「柳ネーゼ」によるチャリティーフリーマーケッ
トや、「大道芸人あおっち」のジャグリングや「くまさんの会」の人形劇が大人気でし
た。さらに会議室では公民館利用団体「にじいろステップ」によるクリスマスオーナ
メント作りのワークショップや「写経と書の会」による文字診断などを開催しました。
午前10時から午後５時近くまで行われた一大イベントに、来場者は 580人に上り
ました。
来年度も、４月の谷戸まつりを皮切りに、各公民館で地域交流事業を催す予定で
す。ぜひ遊びに来てください。

「ヤギフェス vol.7」を開催しました
図書館では、ハンディキャップサー
ビスとして、図書館に来ることが難し
い市民に、自宅まで本を届ける宅配
サービスを行っています。
毎年少しずつ利用者が増えてきたことから、今
年度、初めて市民宅配協力員（ボランティア）を
募集しました。
読書は個人の自主的な活動の要素が強いため、
協力員になった方には、利用者の個人情報やプラ
イバシーを他言してはならない守秘義務について
の研修をしっかり受けていただいています。
市民との協働事業として、これからも協力員の
皆様のご協力をいただきながら、宅配サービスを
実施していきます。

中身が見えないように梱包してお届けします

がんづき【岩手県の郷土料理】

給食費の納め忘れはありませんか

身近な生活の中には、自動販売機や
全自動洗濯機など、コンピューターの

働きによる便利な機械が多くあります。
私たちの生活に欠かせないこれらの機械は「魔法の箱」ではなく、
プログラミングによって、目的に応じた処理を行っています。

小学校では新学習指導要領が全面実
施される平成32年度からプログラミング教育が開始されます。
プログラミング教育とは、子どもたちが自分の意図する一連の動
きを表現するために、コンピューターのソフトを使って記号を組み
合わせる活動などを通して、論理的に考える力を伸ばす学習のこと
です。

昨年11月中旬から、試行的に、７校
の市立小学校で株式会社ＶＳＮから講

師を派遣したプログラミング授業を実施しました。
「皆さんの身の回りにある機械、実は
プログラミングが関係しています」と
いった紹介から授業ははじまり、どの
ようにプログラミングすれば思い描く
イメージ通りにキャラクターなどが動
くのかといった基礎・基本を学びました。
子どもたちからは「予想と違う動き

になった」「この背景と組み合わせると
おもしろい」といった声が聞かれ、プロ
グラミングで自分たちが意図した動きを
するアニメーションを作りました。
一人ひとりの考えを反映した様々な作
品が出来上がり、最後は発表を通して、
互いの良さを認め合いました。

講師のアドバイスを受けながら
の授業

児童の作品に関する講師の解説
付きの発表

◆公民館　０４２－４６４－８２１１

プログラミング
授業の様子

プログラミング教育とは

生活に欠かせない
プログラミング


